
広報 にっこう １０

里
山
林
整
備
事
業

①
地
域
で
育
み
未
来
に
つ
な
ぐ

　
地
域
提
案
に
よ
り
森
林
整
備
を
実
施
し
、

里
山
林
の
価
値
を
掘
り
起
こ
し
、
継
続
的

な
管
理
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

焔
平
成
　
年
度
の
整
備
実
施
箇
所

２５

　
湯
西
川
、
川
治

と
ち
ぎ
の
　
　
 　
森
づ
く
り
事
業

　
次
の
世
代
に
元
気
な
森
を
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
と
ち
ぎ
の
元
気
な
森
づ
く
り
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
市

が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
る
「
明
る
く
安
全
な
里
山
林
事
業
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

②
通
学
路
や
住
宅
地
周
辺
の
安
全
・
安
心

　
を
確
保
す
る
た
め
に

　
通
学
路
沿
い
や
住
宅
地
周
辺
に
あ
る
、

暗
く
う
っ
そ
う
と
し
た
里
山
林
に
対
し
て
、

や
ぶ
の
刈
り
払
い
や
不
要
木
の
除
去
な
ど

を
行
い
、
通
行
者
の
安
全
安
心
を
確
保
し

ま
す
。

焔
平
成
　
年
度
の
整
備
実
施
箇
所

２５

　
猪
倉

③
野
生
獣
被
害
軽
減
の
た
め
に

　
野
生
獣
被
害
が
発
生
し
た
り
、
発
生
す

る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
り
す
る
田
畑
な
ど
に

隣
接
す
る
里
山
林
の
や
ぶ
の
刈
り
払
い
や

不
要
木
の
除
去
な
ど
を
実
施
し
、
野
生
獣

を
人
里
に
近
づ
け
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

焔
平
成
　
年
度
の
整
備
実
施
箇
所

２５

　
小
百
、
小
林
、
板
橋
、
小
倉
、
川
俣

里
山
林
管
理
事
業

　
整
備
さ
れ
た
森
林
を
維
持
管
理
す
る
団

体
に
対
し
、
整
備
後
平
成
　
年
度
ま
で
、

２９

１
　
当
た
り
年
間
５
万
円
の
維
持
管
理
費

ha
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

森
林
の
保
全
と
整
備
後
の
維
持
管
理

　
整
備
さ
れ
た
森
林
は
、
他
の
用
途
へ
の

転
用
が
　
年
間
禁
止
さ
れ
る
な
ど
保
全
措

１０

置
が
取
ら
れ
ま
す
。

活
動
団
体
募
集

　
市
内
の
自
治
会
や
地
域
組
織
な
ど
の
団

体
で
、
本
事
業
を
活
用
し
て
地
域
周
辺
の

森
林
整
備
を
検
討
さ
れ
る
場
合
は
、
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
事
業
内
容
な
ど
の

説
明
に
伺
い
ま
す
。

　
な
お
、
事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
森

林
所
有
者
と
維
持
管
理
団
体
、
市
が
協
定

を
結
び
ま
す
。

く
わ
し
く
は

       農
林
課
　
　
　
　
緯（
　
）５
１
７
２

２１

　
　
碓日 
産
業
建
設
課
　
緯（
　
）１
１
１
４

５４

　
　
碓藤 
産
業
建
設
課
　
緯（
　
）４
１
０
７

７６

　
　
碓足 
産
業
建
設
課
　
緯（
　
）３
１
１
７

９３

　
　
碓栗 
産
業
建
設
課
　
緯（
　
）１
１
３
３

９７

　
こ
の
事
業
を
活
用
し
て
、
平
成
　２１

年
度
か
ら
板
橋
地
区
の
里
山
林
を
整

備
・
管
理
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
整

備
範
囲
は
合
計
で
　
　
で
す
が
、
今

１０
ha

後
、
獣
害
対
策
の
た
め
に
広
げ
て
い

く
予
定
で
す
。

　
暗
く
う
っ
そ
う
と
し
た
里
山
林
を

整
備
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
通
学
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
集
落
内
に
か
つ
て
の

里
山
の
原
風
景
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

整
備
し
た
城
山
を
活
用
し
て
、
今
で

は
地
域
行
事
と
し
て
ハ
イ
キ
ン
グ
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
を
進
め
て
い
く
上
で
一

番
大
事
な
こ
と
は
、
地
域
が
一
丸
と

な
る
こ
と
で
す
。
地
域
の
将
来
の
た

め
に
も
、
今
で
き
る
こ
と
を
み
ん
な

で
協
力
し
て
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

維
持
管
理
団
体
の
声

事
業
を
活
用
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
?
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予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

樺
麻
し
ん（
は
し
か
）風
し
ん
予
防
接
種
　

　（
Ｍ
Ｒ
混
合
ワ
ク
チ
ン
）

　
麻
し
ん
は
、
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

で
起
こ
る
急
性
の
全
身
感
染
症
で
す
。
発

熱
や
せ
き
、
鼻
水
、
発
疹
を
主
症
状
と
す

る
感
染
力
の
強
い
病
気
で
、
肺
炎
や
中
耳

炎
な
ど
の
合
併
症
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
風
し
ん
は
、
風
し
ん
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
で
起
こ
る
急
性
の
感
染
症
で
、

発
疹
や
発
熱
、
リ
ン
パ
節
の
腫
れ
が
主
症

状
で
す
。
関
節
痛
や
、
ま
れ
に
脳
炎
な
ど

の
合
併
症
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
麻
し
ん
も
風
し
ん
も
、
予
防
接
種
で
　９５

％
以
上
の
方
が
免
疫
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

接
種
対
象
者
…
第
１
期
…
生
後
　
～
　
カ

１２

２４

月
未
満
／
第
２
期
…
小
学
校
入
学
前
の
１

年
間（
平
成
　
年
４
月
２
日
～
平
成
　
年

２０

２１

４
月
１
日
生
ま
れ
）

※
接
種
時
点
で
市
内
に
住
所
の
あ
る
方

接
種
期
間
…
第
１
期
…
１
歳
の
誕
生
日
～

２
歳
の
誕
生
日
前
日
／
第
２
期
…
４
月
１

日
～
平
成
　
年
３
月
　
日

２７

３１

接
種
費
用
…
１
万
１
、５
５
０
円

※
市
が
負
担
。
た
だ
し
、
接
種
期
間
を
過

　
ぎ
た
場
合
は
自
己
負
担

接
種
方
法
…
予
約
の
上
、
市
内
の
予
防
接

種
実
施
医
療
機
関
で
個
別
接
種（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
個
別
通
知
に
掲
載
）

樺
二
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
混

　
合
）予
防
接
種

　
二
種
混
合
予
防
接
種
は
、
幼
児
期
に
受

け
た
三
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア
･
破
傷

風
・
百
日
ぜ
き
）予
防
接
種
の
追
加
接
種

と
し
て
実
施
し
ま
す
。

接
種
対
象
者
…
小
学
６
年
生（
平
成
　
年
１４

４
月
２
日
～
平
成
　
年
４
月
１
日
生
ま

１５

れ
）　

※
接
種
時
点
で
市
内
に
住
所
の
あ
る
方

接
種
方
法
…
予
約
の
上
、
市
内
の
予
防
接

種
実
施
医
療
機
関
で
個
別
接
種（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
個
別
通
知
に
掲
載
）

接
種
期
間
…
４
月
１
日
～
平
成
　
年
３
月

２７

　
日
３１接

種
費
用
…
５
、５
０
０
円

※
市
が
負
担
。
た
だ
し
、
接
種
期
間
を
過

　
ぎ
た
場
合
は
自
己
負
担

※
市
外
医
療
機
関
で
の
接
種
を
希
望
す
る

　
場
合
は
、
接
種
前
に
健
康
課
へ
連
絡

く
わ
し
く
は

       健
康
課
　
緯（
　
）２
７
５
６

２１

　
麻
し
ん
（
は
し
か
）
風
し
ん
予
防
接
種
、
二
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
混
合
）予
防

接
種
の
対
象
年
齢
に
該
当
の
方
は
、
早
め
に
予
防
接
種
を
受
け
て
免
疫
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

興
補
助
対
象
者

帰
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

帰
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
　

　（
所
有
権
者
が
複
数
の
場
合
は
全
員

　
に
滞
納
が
な
い
こ
と
）

興
補
助
対
象
住
宅（
次
の
要
件
を
全
て

　
満
た
す
住
宅
）

帰
昭
和
　
年
５
月
　
日
以
前
に
建
築
　

５６

３１

　（
着
工
を
含
む
）さ
れ
た
住
宅

帰
自
己
所
有
で
現
在
居
住
の
住
宅（
賃

　
貸
を
目
的
と
し
た
も
の
を
除
く
）

帰
木
造
２
階
建
て
以
下
で
一
戸
建
て
の

　
専
用
住
宅
な
ど

帰
在
来
軸
組
工
法
で
建
築
さ
れ
た
住
宅

興
補
助
内
容

帰
栃
木
県
住
宅
耐
震
推
進
協
議
会
ま
た

　
は
、
耐
震
診
断
士
が
行
う
耐
震
診
断

　
に
要
し
た
費
用
の
３
分
の
２
以
内
　

　（
上
限
　
万
円
）

１０

帰
耐
震
補
強
設
計
お
よ
び
工
事
監
理
に

　
要
し
た
費
用
の
３
分
の
２
以
内（
上

　
限
　
万
円
）

１０

帰
耐
震
補
強
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用

　
の
２
分
の
１
以
内（
上
限
　
万
円
）

９０

帰
簡
易
改
修
型
・
部
分
改
修
型
に
要
し

　
た
費
用
の
２
分
の
１
以
内（
上
限
　６０

　
万
円
）

※
高
齢
者
等
世
帯
は
上
限
　
万
円

７５

帰
シ
ェ
ル
タ
ー
補
強
型
工
事
に
要
し
た

　
費
用
の
２
分
の
１
以
内（
上
限
　
万
３０

　
円
）

　
　
　
　
鞄
　
　
　
　
　
鞄

　
な
お
、
耐
震
改
修
工
事
の
補
助
を
受

け
る
た
め
に
は
、
事
前
に
耐
震
診
断
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
申
請
に

つ
い
て
は
、
工
事

な
ど
の
着
手
前
に

行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
補
助
制
度

　
　
  　
　
　　　　に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
安
心
し
て
耐
震
化
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
耐
震
診
断
や

耐
震
改
修
工
事
を
行
う
場
合
、
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
く
わ
し
く
は
　
建
築
住
宅
課
　
建
築
指
導
係
　
緯（
　
）５
１
９
７

２１


